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― 職業奉仕月間に寄せて ―
新年あけましておめでとうございます。
会員の皆さまにおかれましては、

健やかに新春を迎えられたこととお慶び
申し上げます。

1 月はロータリーにおいて

「職業奉仕月間」と定められています。
職業奉仕とは、私たち一人ひとりが持つ
専門性や職業倫理を通じて社会に奉仕
することを意味します。ロータリーの
基本理念である「超我の奉仕」は、まさに
職業奉仕の実践にほかなりません。

職業奉仕の意義
•信頼と倫理：�職業における誠実さと

高い倫理観は、社会からの
信頼を築きます。

•専門性の活用：�各人の知識や技術を
活かし、地域社会に貢献
することができます。

•模範となる行動：�ロータリアンが職業人
として模範を示す
ことは、次世代への
教育にもつながります。

未来への展望
国際社会が大きな変化を迎える中、

職業奉仕は「地域と世界をつなぐ架け橋」と
なります。私たちが日々の仕事に誇りを
持ち、倫理を重んじる姿勢は、平和で
持続可能な社会の基盤を築くものです。
結びに新しい年の始まりにあたり、改めて
自らの職業を通じて奉仕の心を実践し、
クラブの仲間と共に地域社会に希望を
届けてまいりましょう。
皆さまのご健勝とご活躍を心より祈念

いたします。

2026 年 1 月ガバナーメッセージ ガバナー　北野治義
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委員会活動報告
クラブ国際奉仕委員長会議

国際奉仕委員会　委員長　古谷典子
11月 29日に和歌山市　ホテルアバローム紀の国におきまして北野治義ガバナー、野村壮吾パスト

ガバナー、中野均パストガバナー、岡本弥生ガバナーエレクトご臨席のもとで「クラブ国際奉仕委員長
会議」が開催されました。
会議では地区内2クラブからこれまでの国際奉仕の事業報告、今後の予定や本年度地区研修 ･協議会で
協力を仰いだ支援事業 (フィリピンへのミシン援助 )について進捗状況の報告、さらに回答頂いた
アンケート結果報告がありました。

中野均パストガバナー (第 2640 地区ロータリー財団副委員長 )をお迎えし「グローバル補助金の
使い方」というテーマで承認事例や申請プロセス等講演頂きました。活用への理解が深まり有意義な
時間となりました。
改めまして多忙な時期の開催にあたりご参加ご協力頂きました皆様に感謝申し上げます。
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本年度 10月に国際奉仕委員会より各ロータリークラブへアンケート調査をさせていただきました
ところ、全 60RC（ E クラブ除く )のうち 53クラブより回答がありました。その集計を報告させて
いただきます。すでに結果は 11月 29日の国際奉仕委員会にて報告しています。

設問１）貴クラブの友好 (姉妹 )クラブについて教えて下さい。
　　　　　国内友好 (姉妹 )クラブ　　　０：34クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：14クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：２ クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４：１ クラブ
　　　　　国外友好 (姉妹 )クラブ　　　０：19クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１：25クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２：６ クラブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３：２ クラブ
　　　　　　韓国：９クラブ　台湾：14クラブ　米国：７クラブ　フィリピン：４クラブ
　　　　　　タイ：２クラブ　シンガポール：２クラブ　香港、インドネシア、NZ：各１クラブ

設問２）貴クラブの昨年の国際奉仕活動について教えて下さい。
　　　　　０：35クラブ
　　　　　１：16クラブ
　　　　　３：１ クラブ

設問３）本年度の国際奉仕活動について教えて下さい。
　　　　　０：37クラブ
　　　　　１：13クラブ
　　　　　３：１ クラブ
　　　　　他クラブと合同：４ クラブ
　　　　　国内奉仕、米山カウンセラー、世界大会参加、資金提供のみの国際奉仕は除外しています。

　　　　●今年度国際奉仕内容
　　　　　海南東　　　　　フィリピン：水と衛生、水回りの環境整備
　　　　　橋本　　　　　　ネパール　：水と衛生、識字率向上
　　　　　大阪金剛　　　　フィリピン：小学生に衣服、文具支援
　　　　　堺おおいずみ　　台湾　　　：疾病予防と治療

国際奉仕活動　アンケート調査結果報告

国際奉仕委員会　委員　林正 (和歌山中 RC)
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　　　　　堺清陵　　　　　タイ (堺北と合同 )
　　　　　堺北　　　　　　３件　タイ２件 (浄水器、医療機器 )グローバル補助金
　　　　　　　　　　　　　　　　フィリピン (海南東と合同 )
　　　　　貝塚コスモス　　長期交換学生スポンサークラブ
　　　　　富田林　　　　　グローバル補助金奨学生ホストクラブ　
　　　　　和泉　　　　　　グローバル補助金奨学生ホストクラブ
　　　　　堺　　　　　　　交換学生事業
　　　　　御坊　　　　　　詳細不明
　　　　　岸和田東　　　　詳細不明

設問４）ロータリー財団の地区補助金又はグローバル補助金の利用
　　　　　グローバル補助金　２クラブ：奨学生、タイへの奉仕
　　　　　グローバル補助金：理解しづらい：１クラブ

設問５）地区内他クラブからの協力要請があればご賛同いただけますでしょうか？
　　　　　返事なし：26クラブ
　　　　　無理　　：６ クラブ
　　　　　賛成　　：９ クラブ
　　　　　内容次第：12クラブ

設問６）�以前 2640地区では国際奉仕活動のプロジェクト実施、検証の為、海外視察を企画し、地区内の
多数のロータリアンと共に実施国へと赴きました。

　　　　地区主導のこのような企画についての考えを教えて下さい。
　　　　　返事なし：19クラブ
　　　　　不要　　：７ クラブ
　　　　　賛成　　：27クラブ

設問７）今後の国際奉仕活動において地区へのご意見があれば教えて下さい。
　　　　　田辺　　　　　：地区主導の国際奉仕必要
　　　　　御坊　　　　　：青少年長期・短期留学生交換を活発にしてほしい
　　　　　橋本　　　　　：地区で計画を立て賛同クラブを募る
　　　　　大阪狭山　　　：国際情勢から難しい時代となっています
　　　　　岸和田　　　　：国際奉仕は地区の関与が望ましい
　　　　　富田林　　　　：前向きに取り組んでいきたい
　　　　　りんくう泉佐野：よい企画があれば参加したい
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国際ロータリー第2640地区、新会員オリエンテーションを、
11月 16日 (日 )、10時半から 12時、開催致しました。

参加いただいたのは、新会員 30 名と、北野ガバナー、
野村直前ガバナー、谷パストガバナー、豊岡パストガバナー、
岡本ガバナーエレクト、新規に設立された、紀伊ロータリー
クラブ、そして、会員増強委員会メンバーになります。

まず初めに、北野ガバナーから開会に際しご挨拶をいただき、会員増強委員長、末吉亜矢が、
新会員オリエンテーションの趣旨説明を行いました。

その後、野村直前ガバナーから、「ロータリーとは」と題し、ご講演いただきました。

歴代ガバナーの皆様とのパネルディスカッションを行い、質疑応答の時間もとらせていただきました。

参加いただいた新会員の皆様は、ロータリーの活動に積極的にご参加されているようで、今後、益々
2640 地区を盛り上げていただけるような人材であると感じました。

またこの様な機会があれば、是非開催させていただきたいと思います。

委員会活動報告
新会員オリエンテーション

会員増強委員会　末吉亜矢
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去る12月 14日 (日 )、帝塚山学院泉ヶ丘中学校高等学校に於いて、「海外研修オリエンテーション」を
行いました。
研修先・旅程の、説明・諸注意、そして質疑応答。
初めて海外を経験するアクターも多く、熱心に聞き入る姿が印象的でした。
その後、現地で行動する 8班に分かれ、お互いを理解するための交流プログラムで親睦を深めました。
各班ともに、中学 1年生から高校 2年生 (3年生も数人 )の構成。
歳の差が気になりましたが、さすがインターアクター、何ら問題なさそうです。
コロナ禍で催行中止になった 2020 年、2022 年に国内での研修として再開、今年は 6年ぶりの

海外となりました。
訪問先は台湾、台北・新竹を巡り、国際理解に努め有意義な研修としたく思っています。
出国は 12/27 ( 土 ) 昼過ぎ、帰国は 12/30 ( 火 ) 夕方です。
アクター 62名・顧問先生 11名・ロータリアン 8名、総勢 81名で行ってきます。

委員会活動報告
インターアクト海外研修オリエンテーション

地区インターアクト委員長　坂東剛
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クラブ活動報告
橋立みち子様奉仕社会活動表彰式

白浜ロータリークラブ
奉仕プロジェクト委員会　佐藤善英

白浜ロータリークラブでは、令和 7 年 12 月 2 日、
長年にわたり「しららはまゆう公園」の花々の手入れを、
一人で続けてこられた橋立みち子さんへ奉仕社会活動
表彰を行いました。橋立さんは、早朝や日中の時間を
惜しまず、季節ごとの花の植え替え、水やり、草取り、
肥料やりなど、細やかで継続的な管理を無償で取り組まれて
きました。
その姿勢は、誰かに頼まれたからではなく、「地域を美しく保ちたい」「訪れる人に気持ちよく

過ごしてほしい」という純粋な思いから生まれたものであり、まさにロータリーが掲げる「奉仕の理想」を
体現されています。
しららはまゆう公園は、白浜町を代表する景観スポットのひとつとして、観光客や地域住民の

憩いの場となっています。色とりどりの花々が四季折々に咲き誇る風景は、多くの方々の心を和ませ、
白浜の魅力をより一層高めています。
その美しい景観の背景には、橋立さんによる絶え間ない努力がありました。
天候に左右される作業でありながら、何年にもわたり継続し、地域のために尽くされてきたその

献身に、私たちは深い感謝と敬意を抱きます。
今回の表彰は、橋立さんの長年の功績を称えるだけでなく、「奉仕は身近なところから始まる」

というロータリー精神をクラブ全体で再確認する機会にもなりました。橋立さんの行動は、地域に
寄り添い、誰かのために動くことの尊さを私たちに教えてくれます。また、こうした個人の善意が
地域社会を温かくし、持続可能なまちづくりへとつながることを改めて認識いたしました。
白浜ロータリークラブは、今後も地域とのつながりを大切にしながら、奉仕活動をさらに推進し
てまいります。
橋立みち子さんの活動が、多くの方々にとって奉仕の心を育むきっかけとなることを願うとともに、
そのご尽力に心より感謝申し上げます。

（写真中央　橋立みち子様）
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白浜ロータリークラブが毎年協賛している「第 38回子供絵画展」に先立ち、主催者である白浜町
青少年センターセンター長・尾崎敏久氏をお迎えし、卓話を拝聴いたしました。本絵画展は、白浜町に
おける青少年健全育成の重要な取り組みとして長く続けられており、歴代のセンター長が開催前に
卓話を行い、地域の子どもたちを取り巻く現状や課題を報告してくださっています。
尾崎センター長からは、青少年の健全育成を図るうえで最も重要な要素は「家族の絆」であるとの
お話がありました。家庭の中で安心して自分を表現できる環境が、子どもたちの情緒や創造力を育み、
その力が地域の未来を形づくる基盤となるという点が強調されました。

今年の絵画展のテーマは「僕の家庭、わたしの家族」小学校 1年生
から中学 3年生までの児童生徒が、家族への思いをのびのびと描いた
力作が多数展示されます。どの作品にも子どもたちの真心が込められ、
見る者に温かい気持ちと気づきを与えてくれます。

また、地元小学校の取り組みによる「防災マップ」も併せて展示され、
子どもたちが地域の安全を考え自らの目で確かめながら作り上げた
成果を知ることができます。これは、防災教育の推進と地域づくりに
とって大変意義深い取り組みです。

展示は 10月 11日 (土 )・12日 (日 )午前 9時から午後 5時まで、白浜会館にて開催されました。
地域の皆さまにとって、子どもたちの成長と可能性に触れる貴重な機会となることを願っています。

クラブ活動報告
子供絵画展

白浜ロータリークラブ
奉仕プロジェクト委員会　佐藤善英

（写真右側　尾崎敏久青少年センター長）
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クラブ活動報告
創立 40 周年記念式典

岩出ロータリークラブ
11月 24 日秋晴れの日、岩出ロータリークラブ創立 40 周年記念式典を一乗閣 ( 旧和歌山県議会

議事堂 )にて開催し、岩出市、紀の川市の両市長様をはじめ、北野治義ガバナー様、牛丸和一ガバナー
補佐様、第 4分区のクラブ会長・幹事様、関係各位の皆様に御臨席を賜りました。本年度のクラブ
メッセージ「情熱の伝播と波及」は、一人ひとりが抱く、奉仕への情熱を仲間へ、地域へ、そして
次の世代へと伝えていく――その思いを込めています。情熱は人を動かし、共感を呼び、やがて大きな
力となって社会をより良くします。
クラブ創立より多くの諸先輩方から受け継いできました熱い志と、今日までの歩みを基盤に、今後も
地域社会と共にロータリーの理念である「奉仕の心」を次世代に繋ぎたいと思います。尚、40周年
記念事業としましては、岩出市・紀の川市、両社会福祉協議会へ車輌をそれぞれ１台ずつ寄贈し、
岩出市総合保健福祉センターでの「子育て支援事業」に使用いただくようにアップライトピアノを
寄贈いたしました。ご指導ご協力いただきました皆様には厚く御礼申し上げます。ありがとうござい
ました。
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クラブ活動報告
ひとり親家庭に食料支援を

和歌山アゼリアロータリークラブ
4年前の、当クラブ 25 周年記念事業として、和歌山市にお住いの、

ひとり親家庭への食料品支援 (約 600 世帯を対象 )を実施しました。
その時に、公益財団法人 和歌山県母子寡婦福祉連合会「和歌山すみれ
ホーム」さんとご縁を頂きました。
「和歌山すみれホーム」は 18歳未満の子どもを教育している母子家庭、
または何らかの事情で離婚の届け出ができないご家庭が利用している
施設です。

当時、施設長の児玉さんからもお礼のお手紙を頂戴しましたが、すみれホームにご入居されている
お母様からとても温かいお礼のメールをいただきました。

「この度は、ご支援いただきありがとうございました。仕事、育児、コロナ禍のストレス、自分の
時間もなく日々の生活の疲れから、心も身体も疲れ果てていました。支援の品を子供と開けて、とても
うれしく喜んでいます。(中略)最近、色々に対して限界がきていました。皆様のあたたかい心に触れ、
また頑張っていきます。名前も名乗らず失礼しました。本当にありがとうございました。」(原文通り )

今回は、和歌山すみれホームさんを利用されているご家庭へ、お米5キロ、図書カード2000円、乾麺、
レトルト食品、子ども達へクリスマスプレゼントのお菓子詰め合わせ、そして今回は来春小学校へ
入学される 3名の児童にランドセル購入費用を、直接お届けさせて頂きました。

経済的に厳しい状況に置かれている乳幼児から高校生のお子さんがいるひとり親家庭に少しでも
役立てて頂けたら幸いです。

2025 年 12 月 8日
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クラブ活動報告
桂文五郎　独演会　鑑賞

堺中ロータリークラブ
クラブ広報委員長　間下敦司

去る、12 月 2 日 ( 火 ) 当クラブ会員の落語家　桂文五郎 ( 杉本岳志 )
独演会へクラブ会員 7名で伺いました。
今回で 3回目となる独演会。有志ではありますが会員同士で声をかけて
毎年伺っています。

毎回、お客様が楽しめるようにと趣向を凝らした独演会ですが、今年は
落語のみで構成された、ご本人曰く「ストロングスタイル」な演目となって
おりました。独演会では「ぞろぞろ」と「蜆売り」を披露。
「ぞろぞろ」は、寂れた稲荷神社のそばで茶店を営む老夫婦が、お稲荷様への信心からご利益を
得て繁盛し、それを真似た向かいの床屋も「剃ると髭がぞろぞろ生える」という奇跡に遭遇する滑稽な
噺で、人から求めず感謝する心が幸せを呼ぶという教えが込められた、子供にも親しまれる上方落語
です。
『蜆売り』は、貧しい少年が町の大親分にシジミを売り込み、その親分が少年の境遇に気づいて
金を与えて助けるという、人情噺です。少年の健気な姿、そして人情の機微が描かれ、心温まる感動を
呼ぶ演目として知られています。
どちらも情景が浮かぶ引き込まれる語り口で、会場で湧き上がる笑い声や場面によって変わる空気を
感じるたびに、同じクラブの仲間としてとても誇らしい気持ちになりました。

今回の活動を通じて、有志ではありますがクラブ会員同士がお互いの活動をたいせつに思い仲間の
為に集まることは、年間行事としての親睦活動とはまた別の良さがあると感じました。
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クラブ活動報告
日本語の子ども暗唱大会開催 !!

和歌山城南ロータリークラブ
実施　2025 年 12 月 14日 (日 )　和歌山県民文化会館小ホールにて

当クラブは 1988 年クラブ創立以来一貫して、次世代を担う「青少年育成」をテーマに掲げ取り
組んできました。当時全国的にも英語の弁論大会に比べ、日本語の暗唱大会は極めて稀である事に
着目して、和歌山市教育委員会ご指導の下、～音 (おん )でことばで、ひろがる・つながる・ひびき
あう～をコンセプトに2007年より和歌山市内の小学生・中学生を対象に「和歌山市子ども暗唱大会」を
主催してきました。コロナ禍により中断後、昨年 5年ぶりに再開、今回で第 16 回を迎えました。
コロナ禍以前に比べ参加者は 4分の 1程度の 50余名であったが、それぞれ小学生・中学生に分かれ
群読部門、個人部門に出場し、どの児童生徒も正面を見据え、朗々と、また情感たっぷりに堂々と
発表しました。
大会の趣意として、第 1 に　先人の築き上げてきた詩歌・文学等を読んで、美しい日本語の表現や
リズム、人としての深い情感や自然への繊細な感受性などに触れること。　第 2 に　言葉に出合う
ことで得た理解や感動を自らの音声によって表現し、他者の情緒に働きかけることにより、言葉で
つながる喜びを体感すること。　伝えたい内容を誠実に、情熱的に、また真摯に発表する子ども達の
声や姿は美しく、見聞きする者の胸に熱く響き、言葉にならない感動を与えてくれます。今後も、
子ども達が胸をふるわせる言葉に出合い、その心に光り輝くたくさんの言葉を累積していってくれる
こと。また、それを他者に伝え、広げ、つながり、響き合う経験をすることにより、言葉でつながる
人と人との温かさに触れていってくれればと考えます。それが引いては、次代を担う豊かな人間性を
育んでいく一助となる事を願っています。

浦口会長から表彰状と記念品授与 観覧席の父兄等

可愛い小学生の発表 堂々とした中学生の群読部門の発表
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新会員の紹介
クラブ名 田辺はまゆうロータリークラブ クラブ名 海南西ロータリークラブ

氏名
やすい　あきのぶ

氏名
かわた　えりな

安井　彰伸 川田　江里奈
職業分類 飲食業 職業分類 サービス業
生年月日 1985 年 8月 7日 生年月日 1979 年 9月 16日

入会年月日 2025 年 11 月 11日 入会年月日 2025 年 11 月 1日
クラブ名 和歌山東ロータリークラブ クラブ名 和歌山南ロータリークラブ

氏名
てらした　ひろかず

氏名
こうざき　ともふみ

寺下　浩和 神前　知郁
職業分類 理学療法士 職業分類 証券
生年月日 1980 年 1月 8日 生年月日 1977 年 7月 29日

入会年月日 2025 年 11 月 20日 入会年月日 2025 年 11 月 21日
クラブ名 堺中ロータリークラブ

氏名
まえだ　ゆかり
前田　由香利

職業分類 ビルメンテナンス
生年月日 1963 年 10 月 12日

入会年月日 2025 年 11 月 6日

訃　報

故人の功績を称え 謹んでお悔やみ申し上げます

和歌山南ロータリークラブ

庵
あんだ
田 正

まさじ
二　様

2025 年 11 月 7日　逝去

在籍期間　33年 10ヶ月
職業分類　自動車整備
表　　彰　マルチプル・ポール・ハリス・フェロー③
　　　　　ベネファクター
　　　　　米山功労者⑤
　　　　　米山功労法人
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世話クラブに入会 — 受けた恩を次世代に —
24,000 人を超えた米山学友の中には、ロータ

リークラブに入会し、積極的に奉仕活動を行う

学友がいます。今回は、そのひとりである金相
キムサン

均
ギュン

さん（韓国／2011-13／静岡ＲＣ）に、これ

までの歩みと想いを語っていただきました。 

― 米山奨学生時代を振り返って

多くの方々に温かく支えていただきました。

例会参加を通じ、日本の文化や価値観に触れる

中で、「与えられる側から社会へ返す側へ」とい

う心構えを学びました。奉仕の精神に触れ、私

も誰かのために行動したいと強く感じました。 

― ロータリークラブ入会から現在まで

受けたご支援への恩送りを形にしたいと考え、

会社員から個人事業主となった際に「子どもの

未来を守り、無限の可能性を広げる」という理

念を掲げました。そこで、社会貢献への思い、

自分自身を成長させたいという願いが重なり、

世話クラブである静岡ＲＣに入会しました。現

在は例会や奉仕活動、卓話などに積極的に参加

しています。 

― 米山奨学事業に対する景色の変化

奨学生時代から大きく変わりました。当時は

「支援していただく側」という意識でしたが、

会員になると、あの頃には見えなかった多くの

努力を目の当たりにしました。奨学生の選考、

世話クラブの準備など、奨学生のために動いて

いる姿を知り、事業の重みと尊さを改めて感じ

ました。今では「支援を受けた経験を次世代に

つなぐこと」を意識し、活動しています。 

― 米山学友のロータリー会員として

奨学生に寄り添い、相談しやすい先輩である

こと。寄付は義務ではなく「未来への投資」と

伝えること。奨学事業の力を自ら体現すること

を大切にしています。今後は「国際理解と友情

の架け橋になること」を目標に、奉仕プロジェ

クトにも主体的に関わり、地域と世界のために

行動できる会員を目指していきます。子どもの

未来を守る活動にも力を入れていきたいと考え

ています。

寄付金速報 — 12 月の送金はお早めに — 
11 月までの寄付金

は、前年同期と比べて

6.9％減（普通寄付

金:1.5％減、特別寄付

金:9.5％減）、約4,500

万円の減少となりま

した。当月は匿名を含め 7 件の大口寄付があり

ました。今年も残すところ半月ほどですが、12

月 30 日までに当会口座に着金した特別寄付金

については、来年 1 月末日までに各クラブ宛に

確定申告用領収証を発送します。年内お早目に

ご送金くださいますようお願いいたします。

1

2

前年同期比

普 -1.5%  特 -9.5%

-6.9％ 

静岡北 RC で卓話した金さん（右） 
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公益財団法人ロータリー米山記念奨学会 E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 

〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3F URL：https://www.rotary-yoneyama.or.jp/ 

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 編集担当：長尾(ながお) 

次期地区米山記念奨学委員長セミナー開催
2026-27 年度地区米山記念奨学委員長を対象

とする第 1 回セミナーを 12 月 1 日、都内ホテ

ルで開催しました。 

午前の部は、若林紀男理事長の挨拶、神野重

行常務理事の講話から始まり、事務局から学務・

学友関連について説明。そして、危機管理につ

いて吉田知弘常務理事からお話しいただいた後、

事例発表として、第 2650 地区の片山隆永委員長

から年間の流れや危機管理対応等について発表

していただきました。 

午後の部では、事務局から広報、寄付につい

て説明。続いて第 2700 地区の事例発表として、

尾畑和隆次期委員長より寄付増進の取り組みに

ついてご紹介いただきました。その後 4 グルー

プに分かれて各地区における課題などについて

のディスカッションと各グループからの報告が

行われ、質疑応答を経て、井原實副理事長の講

評で締めくくられました。

来年の年賀状は学友がデザイン
当財団では、評議員、理事、監事、専門委員、地

区米山記念奨学委員長、米山奨学生、日本在住の米

山学友などへ毎年年賀状を送っています。 

午年となる 2026 年の年賀状は、女子美術大学美

術専攻洋画研究領域博士課程を修了した中国出身

の米山学友、查雯婷
サ ブ ン テ ィ

さん（2022-24／相模原南ＲＣ）

のデザインです。お手元に年賀状が届いた方は、じ

っくりとご覧ください。 

＜ 查雯婷さんより ＞ 

縁起の良い動物である馬と、私の創作テーマであ

る反転した猫の頭を融合させた作品です。「成功」

や「飛躍」を象徴する馬に、視点を反転させる猫の要素を加え、新たな一年に向けてお世話になっ

た方々と新しい学生たちへ、感謝と応援の気持ちを込めました。「2026」の数字は、巳年の蛇をモチ

ーフにし、巳年から午年へのバトンタッチを表現しています。 

3

4
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25.7.１ 内女性 25.11月末 内女性 11月 内女性 累計 11月 内女性 累計 25.7.１ 内女性 25.11月末 内女性 11月 内女性 累計 11月 内女性 累計

串本 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 24 4 24 4 0 0 4 0 0 0

那智勝浦 10 0 11 0 0 0 1 0 0 0 7 1 8 1 0 0 1 0 0 0

新宮 40 3 41 3 0 0 2 0 0 1 12 2 16 2 0 0 4 0 0 0

白浜 8 0 8 1 0 0 0 0 0 0 29 0 29 0 0 0 0 0 0 0

田辺 85 5 85 5 0 0 1 0 0 1 24 0 25 1 0 0 1 0 0 0

田辺東 31 2 31 2 0 0 0 0 0 0 14 1 14 1 0 0 0 0 0 0

田辺はまゆう 24 4 27 4 1 0 5 0 0 0 12 3 12 3 0 0 0 0 0 0

有田 24 1 24 1 0 0 0 0 0 0 16 1 16 1 0 0 0 0 0 0

有田南 20 1 20 1 0 0 0 0 0 0 26 1 26 1 0 0 0 0 0 0

有田２０００ 14 0 14 0 0 0 0 0 0 0 37 7 37 7 0 0 0 0 0 0

御坊 33 1 33 1 0 0 0 0 0 0 7 2 7 2 0 0 0 0 0 0

御坊東 11 0 11 0 0 0 0 0 0 0 12 2 12 2 0 0 0 0 0 0

御坊南 14 4 14 4 0 0 0 0 0 0 15 1 15 1 0 0 0 0 0 0

海南 8 0 8 0 0 0 0 0 0 0 19 0 19 0 0 0 0 0 0 0

海南東 38 5 40 5 0 0 2 0 0 0 40 4 40 4 0 0 0 0 0 0

海南西 14 2 16 3 1 1 3 0 0 0 63 2 63 2 0 0 0 0 0 0

和歌山 76 2 78 2 0 0 2 0 0 0 11 1 11 1 0 0 0 0 0 0

和歌山アゼリア 25 8 27 8 0 0 2 0 0 0 22 1 24 1 0 0 2 0 0 0

和歌山東 55 0 58 0 1 0 4 0 0 1 10 2 9 2 0 0 0 0 0 1

和歌山城南 36 3 38 3 0 0 2 0 0 0 40 5 41 5 0 0 2 0 0 1

和歌山中 8 1 10 3 0 0 3 0 0 0 20 4 20 4 0 0 0 0 0 0

和歌山北 20 3 20 3 0 0 0 0 0 0 23 4 23 4 0 0 0 0 0 0

和歌山南 77 7 76 7 1 0 2 1 0 3 13 0 15 1 1 1 2 0 0 0

和歌山東南 33 6 33 6 0 0 0 0 0 0 32 5 31 5 0 0 1 0 0 1

和歌山西 9 1 9 1 0 0 0 0 0 0 24 3 26 3 0 0 2 0 0 0

橋本 40 0 41 0 0 0 1 0 0 0 6 3 6 3 0 0 0 0 0 0

岩出 23 1 23 1 0 0 0 0 0 0 20 4 20 4 0 0 0 0 0 0

河内長野高野街道 17 4 18 5 0 0 1 0 0 0

粉河 14 2 16 3 0 0 4 0 0 0

高野山 11 0 12 1 0 0 1 0 0 0

羽曳野 5 0 5 0 0 0 0 0 0 0

河内長野 26 4 26 4 0 0 0 0 0 0 7 0 7 0 0 0 0 0 0 0

河内長野東 20 2 20 2 0 0 0 0 0 0 1,457 135 1,492 144 5 2 55 1 0 9

男性 1,322 女性 135 男性 1,348 女性 144 男性 3 女性 2 男性 1 女性 0 男性 2 女性 2

みんなを温かく受け入れるクラブづくりを！

貝塚

第２６４０地区 会員数報告(2025年11月）

 クラブ名 
会員数 入会 退会

 クラブ名 
会員数 入会 退会

松原中

大阪狭山

太子

富田林

泉佐野

高石

貝塚コスモス

関西国際空港

岸和田

岸和田東

KUMATORI 向日葵

りんくう泉佐野

羽衣

和泉

泉大津

和泉南

大阪金剛

高師浜

堺

堺東

堺泉ヶ丘

堺中

堺北

堺おおいずみ

堺フェニックス

堺清陵

ワールド大阪
ロータリーEクラブ

計

クラブ数 2025年7月1日 会員数 2025年11月末 会員数 11月入会

※7/1付入会：　田辺はまゆうRC 2名、 海南西RC 1名、和歌山中RC 1名、 粉河RC 2名、 松原中RC 4名、堺北RC 1名

11月退会 増減

61
1,457 1,492 5 1 4
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会員数 登録人数 登録率
1,486 812 54.64%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
串本 3 1 33.3% 有田 24 11 45.8%
那智勝浦 11 2 18.2% 有田南 20 2 10.0%
新宮 41 17 41.5% 有田2000 14 10 71.4%
白浜 8 5 62.5% 御坊 33 16 48.5%
田辺 85 48 56.5% 御坊東 11 7 63.6%
田辺東 31 17 54.8% 御坊南 14 4 28.6%
田辺はまゆう 27 10 37.0% 海南 8 7 87.5%

海南東 40 34 85%
海南西 16 5 31.3%

分区計 206 100 43.4% 分区計 180 96 52.4%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
和歌山 78 78 100% 橋本 41 4 9.8%
和歌山アゼリア 27 7 25.9% 岩出 23 8 34.8%
和歌山東 58 47 81.0% 河内長野高野街道 17 10 58.8%
和歌山城南 38 9 23.7% 粉河 16 8 50.0%
和歌山中 10 4 40.0% 高野山 12 7 58.3%
和歌山北 20 9 45.0%
和歌山南 76 57 75.0%
和歌山東南 33 8 24.2%
和歌山西 9 2 22.2%

分区計 349 221 48.6% 分区計 109 37 42.3%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率 クラブ名 会員数 登録人数 登録率
羽曳野 5 1 20.0% 泉佐野 25 8 32.0%
河内長野 26 25 96% 貝塚 14 14 100%
河内長野東 21 7 33.3% 貝塚コスモス 13 9 69.2%
松原中 24 14 58.3% 関西国際空港 16 6 37.5%
大阪狭山 8 4 50.0% 岸和田 26 13 50.0%
太子 16 10 62.5% 岸和田東 37 23 62.2%
富田林 29 20 69.0% KUMATORI向日葵 7 4 57.1%

りんくう泉佐野 12 6 50.0%

分区計 129 81 55.6%
分区計 150 83 57.3%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率
羽衣 15 8 53.3% クラブ名 会員数 登録人数 登録率
和泉 19 11 57.9% 堺 41 17 41.5%
泉大津 40 20 50.0% 堺東 20 15 75.0%
和泉南 63 22 34.9% 堺泉ヶ丘 23 13 56.5%
大阪金剛 11 11 100.0% 堺中 15 6 40.0%
高石 24 10 41.7% 堺北 31 11 35.5%
高師浜 9 9 100.0% 堺おおいずみ 26 21 80.8%

堺フェニックス 6 4 66.7%
堺清陵 20 16 80.0%

分区計 182 103 59.5%
分区計 181 91 62.5%

クラブ名 会員数 登録人数 登録率

4クラブ ワールド大阪
ロータリーEクラブ 8 6 75.0%

1
分
区

2
分
区

2025-2026 年度 国際ロータリー第2640地区

MY ROTARY 登録状況［2025年12月24日現在］

2640地区
2025年12月24日

ガ
バ
ナ
ー

預
り

目標達成

3
分
区

4
分
区

5
分
区

6
分
区

7
分
区

8
分
区

100% 達成クラブ
貝塚ロータリークラブ
和歌山ロータリークラブ
大阪金剛ロータリークラブ
高師浜ロータリークラブ

2025-2026年度

登録率目標

88%
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月信への寄稿のお願い
第 2640 地区の各クラブで行われた奉仕事業やクラブの自慢などを、月信に寄稿してみませんか？

原稿締め切りは毎月 15 日になります。原稿を 15日以前にガバナー事務所宛にメールしていただければ
翌月号に掲載させていただきます。事情により翌月以降の掲載になる場合もあります。

IT・ガバナー月信委員会

1 月の行事予定表
日　付 行　　　　事 場　　所
10（ 土 ) 第７回ガバナー補佐・幹事合同会議　15：00 〜 17：00 けやき ONE401

11（ 日 ) 米山記念奨学委員会 奨学生面接会　9：00 〜 17：00 city in 和歌山

12（ 月 ) 米山記念奨学委員会 奨学生選考会 ガバナー事務所

23（ 金 ) 次年度地区幹事会議　15：00 〜 17：00 ガバナー事務所

24（ 土 )
①諮問委員会予定 （ 国際協議会報告会 )　16：00 〜 18：00
②第２回ガバナー補佐ラーニングセミナー　13：00 〜 15：00

けやき ONE401

25（ 日 )
①地区立法案検討会　14：00 〜 16：00
②第 10 回全国地区 RA 委員長及び地区代表合同会議

①ホテルアバローム紀の国
② ZOOM

国際ロータリー

第 2640 地区 ガバナー事務所

〒 640-8331
和歌山市美園町 3-34
けやき ONE301 号室

TEL：073-426-2640
FAX：073-426-2660

E-mail：kitano@rid2640g.com

���JR 和歌山駅西口から徒歩 7分
���阪和道、和歌山インターから約 10分




